




In this study, I will clarifywhat is need for the growth of childcareworkers.
That is a support system construction, and training programs for the childcare
workers. It became clear from comparison with a chief childcare worker’s con-














































































































































































































































































































































































































































































































前期 後期 前期 後期 総数 ％
回答者 47 43 63 52 205 100
保育士としての再構築 39 31 34 18 122 59.5
新任・初任者への対応 22 23 16 19 80 39.0
主任としての悩み 23 6 31 13 73 35.6
保育の本質 17 17 8 6 48 23.4
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も保育者の育成、とりわけ新任・初任期は、3-2⑴
で明らかなように、徒弟性が根強く、現職教育の
組織化は図られていない。その上、社会の変化に
伴って自己表現や異る意見の受け止め方等若者の
対人スキルは変化してきている。そこに新任保育
士だけでなく、中堅・主任保育士の課題が解決で
きない一端があるといえる。
一方で、保育職の社会的地位の向上や社会的認
知は伴ってはいないが、待遇面の問題や種々の課
題を乗り越え、主任にまで辿り着いた保育士から
は、責任の重圧や課題の大きさとともに、保育職
の魅力、保育者として働く誇りを見出す事が出来
る。
４．現職教育の組織化と学問の構築・地位向上
ところで、主任保育士研修会参加者の多くは主
任という立場にあるが、主任ではなく園内の保育
の中核を担う立場の保育士や、稀に看護職の立場
で参加する者もある。以下は2013年の主任保育士
研修会に参加した保育園に勤務する看護師の記述
である。
保育の現場に来て、新人や異動者への育成プ
ログラムがないことに驚きました。若手が育た
ないという悩みが出ていましたが、今の若者像
も踏まえた上で、どういう保育士に育てていく
か、質の高い保育を提供できる保育士に育てる
プログラムが必要ではないのでしょうか。やは
りその点を保育の現場で考えていくようにしな
ければならないと思いました。
本論3-1⑵にも示したが、看護教育の現職教育
は医療機関が組織的に実践している。また、専門
職としての地位向上を図り、現在の待遇面の向上
を獲得してきた。看護学は自然科学をベースに医
師から学んできたが、1980年以降のアメリカで実
践学として定着して以来、哲学・人類学の影響を
受けながら、自然科学では解決できない面を視野
に入れながら看護学の構築を目指してきている。
このような看護学に保育関係者も注目している???。
学問的構築と専門職の組織化、それが地位向上
につながってきた看護学。保育学も福祉や教育を
ベースにしながら、看護学や保健医学、哲学等の
学問と切り離す事ができない。そうした学問から
学び、保育学としての構築を図ること、一方にお
いて専門職としての社会的評価の獲得と現職教育
の組織化。それらが両輪として駆動したときに、
保育者は成長過程にみあう適切な支援が得られ、
危機に直面した時に乗り越えられる力を主体的に
獲得していくことが可能となるのである。
５．おわりに
保育に哲学が必要である。現場で悩む卒業生や
現職保育者と語る度に、このような意識が過ぎる。
本論を書き進める中で、保育者養成の課題がいく
つも複合的に存在することが明らかになった。そ
れは学問としての保育の構築と、保育者の専門性
の獲得、そして何より保育者の成長過程における
支援や学びの体系・組織化である。それが確立し
た時に、保育者として働く誇りの裏づけとなるも
のが得られ、保育者は社会から認められ、その専
門性に見合った地位と待遇が獲得されるのではな
いだろうか。そうなれば、志半ばでやむを得ず離
職する保育者は減少していくことであろう。
そのために、養成過程における研究者と保育現
場の保育者が手を携えながら、まずは現職教育の
組織化に着手すべきと考える。
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